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学校評価の流れ（※令和２年度の学校評価が令和３年度および令和４年度の教育活動につながる部分のみ表記しています。）
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　校区教育協働委員会は、品川区校区教育協働委員会設置要綱（改正  令和２年３月17日 教育長決定 要綱第７号）
に基づき、次に掲げる事項について、学校評価を行っています。
　(1) 学力に関すること。
　(2) 人間性や社会性に関すること。
　(3) 体力・健康に関すること。
　(4) いじめ防止の取組に関すること。
　(5) 特色ある教育活動に関すること。

　学校評価を行う際、評価項目ごとに「成果指標」と「取組指標」を設定し、取組状況と取組によって表れた成果に
ついて把握しています。学校評価により浮き彫りになった学校の課題を委員会で共有し、改善策を考えました。
　学校評価の結果を公表するとともに、今年度の取組の見直しや来年度の教育課程の編成に生かしていきます。
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令和２年度 学校評価 品川区立戸越台中学校
評価項目１ 学力に関すること

最上段：成果指標 　最上段：成果指標の達成状況の説明
評

２段目以降：取組指標 　２段目以降：取組指標の達成状況の説明
価

家庭学習の定着　定着率80％
一年間を通して、学習しなければならない意義の理解と実際の取り組み状
況を見ると、差はあるが定着してきた B

・自学ノート・課題の提出率（アンケート実施）
・学業指導の充実
・定期考査前の学習の立て方指導（年4回）

・自学ノートや課題等で提出できない生徒に対しては、自習教室等で残して
対応している。eライブラリ毎月実施状況を確認し、たびたび声掛けはしてい
てきた。一人一台のタブレットの活用も考えていく。

B

授業アンケート「できる」・「わかる」80％・
教員の授業改善

全学年95％以上である。数値の高さに甘んじることなく、より
効果的な指導方法を見つけていく。 A

・毎学期末「授業アンケート」実施・分析
・分析結果をもとに、各教員が授業改善

年間を通して各学期の数値・コメントを教員に配布。振り返り、
次の目標等立てさせ、授業改善につなげてきた。 A

・学力テスト・定期考査結果を生徒は「学習のカルテ」で
復習
・教員は「テストを終えて」で分析・今後の対応検討

「学習のカルテ」・「テストを終えて」一つ一つ積み上げている。 A

学習補充の充実。
学習に関する掲示物をはじめ、手書きの校長便り・HP「校長室
より」等講話や広報活動にも努め意識の啓発と、具体的に行う
ための仕組みづくりをここまでもしてきた。

A

・eライブラリーの積極的な活用推進
（実施率向上）

学年により違いあり。HP「校長室より」で何度も取り上げる。オリジナルアン
ケート結果ではeライブラリを積極的に活用できたのは生徒・保護者ともに
50％以下であった。一人一台のタブレット導入で変わってくる。

B

・未来塾の新しい取り組み　自習教室の開室
・未来塾：定期考査前。補充教室：課題未提出や
遅れへの支援　自習教室：自習と学習支援

年間を通してできるだけ多く開設できるように努力した。またボランティアの
確保についても心をくだいた。 A

Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

授業アンケート項目の見直し、いかに「学習
のカルテ」を活用させるのか、更なる研究が
必要である。その良い例を提示するなど、各
教科の特色もあるが考えさせたい。
「テストを終えて」を書き、どんな工夫をして
いかに変化したのか、見える化を図ってい
く。

③

様々な機会を通して「学ぶとは？」を問い続
け、ただ単に知識の習得だけにとどめず、活
用まで今後は高めていきたい。
進路＝生き方。進学ではないと伝えている。
自分の可能性を開く一方法として、今後も授
業はもちろん、課題や補充教室等の更なる
充実を図っていく。

②

自ら学び、よく考え、行動できる生徒の育てる基盤となる
「基礎学力の定着」に努める。（臨時休校との対応も）

GIGAスクール構想で授業の作り方・指導方
法の工夫の部分で更に考えていくところが多
くなった。また新学習指導要領に伴う評価に
ついてもしっかりと取り組む必要がある。自
学ノート・eライブラリー等の課題の出し方の
検討を行い、学習の定着に努めていく。

今後の課題と改善策

重点目標

評
価
指
標

①



令和２年度 学校評価 品川区立戸越台中学校
評価項目２　人間性や社会性に関すること

最上段：成果指標 　最上段：成果指標の達成状況の説明
評

２段目以降：取組指標 　２段目以降：取組指標の達成状況の説明
価

『当たり前』のことが『当たり前』にできる生徒
の育成

・多くの生徒がTPOをわきまえている。日々の積み重ねと家庭
との連携が大切と考える。豊かな心の育成も含め今後とも努
力する。

A

挨拶・返事・服装・五分前行動の指導の充実
（アンケートの実施 80％）

年間を通してよく努力し、成果を上げてきている。行動に心が
見えるように、気持ちの良い・さわやかさを求めていく。 A

豊かな学校生活への寄与・貢献力の育成
・コロナに対しての提言やその中でチャレンジカップやスポー
ツフェスティバルを実施。生徒会役員・実行委員等も頑張っ
た。

B

生徒による委員会、係、実行委員会などの
取り組み　達成率　80％以上

毎学期振り返りアンケート、「とても当てはまる」・「やや当ては
まるを合わせる」と高い数値を得ている。 A

教師による個々人への働きかけ・声掛け
（きづなノート・日々の見守り指導）の充実

きづなノートをはじめ、担任・学年・委員会・部活担当として
様々な場面で見守り・指導してきた。 A

情報社会において、SNSや情報機器を活用
するための正しいルールやマナーの定着

機会があるごとに話題にし、生徒及び保護者・教員にも考えさ
せている。SNSによる問題が7年・9年で起こり全校の指導及び
7年では外部講師を招いての授業を行った。

B

・年間指導計画の計画的な実施。
・東京SNSノートの活用や家庭のルール作り
60%以上（オリジナルアンケート）

オリジナルアンケート結果を見ると生徒は家庭内でルールがあるが84.75%、
保護者は78%。「適切な指導を行っている」と回答した保護者は78.5%であっ
た。次年度へ向けて更に考えていく必要性を感じる。

B

SNS等による問題行動の発生状況の把握、
予防と事故対応

２学期末までに４件出ている。7年・９年で出た。また、SNSについて全体の実態把握等
も行い、指導もしてきた。オリジナルアンケートで教員がSNS等の情報教育について計
画的に指導していると答えたのは70.25%であった。行っていないわけではないが十分
意識していない・まだまだ足りないと考えているためか。

B

Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

③

情報機器の扱いについて今後一人一台のタ
ブレットが来たことで、この便利な道具を、い
かに活用するのか、使い方を誤れば人権侵
害・いじめになることを前面に打ち出し、次年
度は年間を通して、計画的に使い方につい
て学んでいく。学校としてはトラブルの元にな
るので「控える」の言葉で統一し、保護者・家
庭の責任を明確にしていく。

社会に通用する　・　社会に貢献できる生徒
の育成に努める。

重点目標

評
価
指
標

今後の課題と改善策

①

多くの生徒がTPOをわきまえ、大きく外れる
ことはない。
『心は形を表し、形は心を表す』ではないが、
優しさ・思いやり・素直さ・・・心がそこに現れ
るようにさせたい。講話や考えさせる資料、
大人が範を示せるよう働きかけていく。

②

今年度はこの環境の中でできるものも限られてい
たが、その中でよく取り組んできた。代表委員会
で戸越台中オリジナルSDG`Sをスタートし、今後
につなげていく。班ごとの目標・実施（７・８年）、９
年も学校全体について考えた。
身近な問題から世界的な問題まで、市民科や社
会科等で取り上げ、考え・まとめ・発表してきた。
生き方の基本なので今後ともしっかりと取り組ん
でいく。



令和２年度 学校評価 品川区立戸越台中学校
評価項目３ 体力・健康に関すること

最上段：成果指標 　最上段：成果指標の達成状況の説明
評

２段目以降：取組指標 　２段目以降：取組指標の達成状況の説明
価

体の健康づくりと支援の望ましい在り方
・コロナ禍でもあり、なかなか通常の授業は厳しく、また生徒の
体力が戻っていないのかけがが多い。 C

・病気やけが実数の昨年度より減少
・保健体育の授業や体育的行事の生徒の意欲向上
（行事の精選）
※ワンミニッツ等の工夫活用による臨時休校に伴う体
力低下予防。

・形を変えてスポーツフェスティバルとして実施。
　種目も検討し、短時間で各学年ごとに実施した。 B

心の健康づくりと支援の望ましい在り方
・様々な理由（家庭・本人他）で学校に来られない・来たくない
生徒が出ている。 B

・生徒の居場所づくり
・学級：エンカウンター等実施・学級風土調査の実
施・分析（7年）、学年：hyperQUやIチェック実施・
分析し、その結果を生活指導に活かす。

・hyperQU・Iチェック共に重なるところが大きい。
・生活指導部会・校内委員会等で生徒の情報共有や対応の仕
方を考えた。

B

・生徒理解の充実と学校不適応への対応の強化。
・7年生のSCによる全員面談・校長による全校生徒面
談と心のケア
・生徒の学校不適応への関係諸機関とも連携した取り
組み。

年間を通して担任・学年・校長・SC等様々な機会に面談等
行ってきた。
生徒の不登校や問題行動等に課題について大森少年セン
ターや児童相談所等と連携しながら進めるが、なかなか解決
や課題自身に結びつかないケースがある。

B

学校生活の安全対策の充実 新型コロナ・大規模改修工事が重なり、日々対応してきた。 A
・食物アレルギー：エピペン研修会の実施、給食配食時
の確認徹底。
・新型コロナウィルス感染症：社会的距離のマナー、３
密の回避、換気・消毒等の徹底。

・AEDやエピペン等の研修の機会を持ち、みんなで確認してきた。
・コロナの関係で消毒・除菌をはじめ、生徒を迎える上での掲示物、
日々の注意喚起をした。

A

・大規模改修工事：工事会議や庶務課等との連携　生
徒の安全確保と活動場所の調整
・災害時：緊急時の安全指導計画の見直し

工事については管理職・用務。時に教務主任も会議に参加し、安全確認・確保と共
に、順調に工事が進むように努めている。生徒の普通教室に入り１月よりランチルー
ムに８年全体が入り、職員室・印刷室が２階になった。今後とも安全第一に対応してい
く。

A
Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

③

１年間を通して新型コロナ感染症まん延に振
り回されてきた。工事に関しても特にこの一
年は臨時休業や分散登校、夏休み・冬休み
の縮小で特に夏休み中に予定したものがで
きず、更に居ながらの大変さが増し、工事と
新型コロナ感染症まん延防止のための対応
に追われ、「安全第一」でよくここまで来られ
たと考える。次年度もこれが継続されると考
える。

心身ともに健康な生徒の育成に努める。
（臨時休校も含め）重点目標

評
価
指
標

今後の課題と改善策

①

今年度は体を動かす機会が少なかったため
か、衝突によるけがや道具の扱い方が悪く、
けが等病院にも多く通った。
保健の授業の中で、今年度講師によるがん
教育の授業を行えた。食事・睡眠・運動等見
直すことに時間をかけて考えさせることがで
きた。

②

臨時休業・分散登校からのスタートで、学級・
学年づくりが思うように進まない部分もあっ
た。人と人との関係づくりが十分にはかれ
ず、保護者についても十分に学校と信頼関
係が結べず、けがやトラブル対応等でスムー
ズにいかない面があった。
hyperQUやIチェック等の分析は行ったがそ
れを教員たちは自分のものにできたと考える
が保護者との共有や同じ方向を向いてまで
いかれなかったと反省する。今後更なる努力
を続けていく。



令和２年度 学校評価 品川区立戸越台中学校
評価項目４　いじめの防止の取組に関すること

最上段：成果指標 　最上段：成果指標の達成状況の説明
評

２段目以降：取組指標 　２段目以降：取組指標の達成状況の説明
価

生徒の学級・学校生活の充実　満足度　80％
いじめ未然防止のための市民科授業の充実、教
師の積極的な指導や働きかけ

生活アンケート等で課題は多くはない。オリジナルアン
ケートを見ても生徒・保護者ともに満足度は高い。 B

・ふれあい月間・生活アンケート（区・学校独自）結果を分析
し、早期対応に努める。
・年度末オリジナルアンケートを実施し、肯定的評価80％を目
標
・人としての生き方を考えさせ、SNS・人権等関係諸機関と連
携した授業計画の立案と実施

からかいなど気になるところはある。今後とも注意深く見ていく。オリジナルア
ンケートの「豊かな人間性の育成」について結果を見ると生徒はA判定が多
いが保護者は70％以上のB判定が多い。更なる対応を考えていく。 B

・いじめの早期発見・早期対応のシステムの円滑
な運用

個人及び学年・全体でいじめ・不登校に対する取り組み等の点検を再度行
い、共通理解を図りながら今後に進んでいく。 B

・学年・学級で様々な手段を使い個々人の理
解の充実
・集団の中でのトラブルの早期発見と対応。

・気になる生徒については情報の共有を学年にとどめず、課題・生活指導部
会・職員会議で行う。
・校内委員会・特支委員会で巡回相談や巡回心理士・専門家相談結果も確
認し、全体で共有し、対応している。

B

報・連・相の徹底と関係諸機関との連携協力
の強化

・報・連・相は繰り返し確認。ハーツやマイスクール、子ども家庭支援センター・児童相
談所等課題に合わせて連携協力し当たっている。なかなか動かないものもあるが今
後とも継続していく。

B

個々の生徒の特性の見取りの徹底。
・日々の学校生活や保護者とのかかわりの中で範囲を広げている。
・SCや校長面談等でわかったことも情報共有している。 A

・校内委員会や生活指導部会・SC・ハーツ等との情報
共有や早期対応の推進
（個人や家庭での配慮を要する生徒・支援が必要な生
徒）

・特別支援会議（台中ルーム教員との会議）・巡回相談員や巡回心理士・専
門家訪問も活用している。
・個別指導計画について担任だけでなく、各教科においても確認し、課題対
応の手立てを考えさせていく。

B

・本人の生きづらさの共有と保護者への働きかけ
・各種検査結果の活用や特別支援教室等への連携推
進

・SC面談で希望・予約が多く、ほとんど入らない。足りない面を
養護教諭や学年主任等が補っている。 B

Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

②

様々な課題を持つ生徒・保護者もいる中で、
厳しい面もあるが、生徒との面談や何気ない
ふれ合いを多くして、生徒理解を更に進め、
保護者に今年度はほとんどお越し頂けな
かったので、様々な機会に公開し、生徒の様
子を伝え、理解を深めてもらう。
いじめ・からかい等、被害者・加害者・傍観者
等、様々な資料や意見交換・ロールプレイ等
を使い、考えさせていく。

③

生活指導部会・校内委員会の定期的な開
催。SCや巡回相談員・巡回心理士・養護教
諭・台中ルーム訪問教員等との連携もよく努
力した。
情報共有したものを、担当者・担任までが多
く、更に活用できるようにシステム等考えて
いく。

重点目標
ひとり一人を大事にする。
未然防止・早期発見・早期対応を目指す。

評
価
指
標

今後の課題と改善策

①

今年度は学級づくり・学年づくりについてもな
かなか思うようにできない面が多々あった。
その中でも生徒たちの満足度は高いが、コロ
ナ禍の負の部分であるなんとなくの不調から
登校が常でない生徒等がみられた。次年度
に向けて学級・学年、生徒同士の人間関係
づくりに力を注いでいく。
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評価項目５　（特色ある教育活動に関すること）

最上段：成果指標 　最上段：成果指標の達成状況の説明
評

２段目以降：取組指標 　２段目以降：取組指標の達成状況の説明
価

人と人との関わりの中での変容(感想文・オリ
ジナルアンケート等により分析)

生徒たちは自分の役割を意識し、みんなと共に頑張っていた。 B

・幼児・高齢者・職業人等様々なふれあいを企画・実施
・目的を明確にし自分を振り返る（感想・アンケート等）

家庭科の時間に東戸越保育園の3・4・5歳児の幼児とふれあい学習のため
おもちゃ作りに８年が取り組み、交流は叶わなかったがプレゼントとして４か
所かに届け、東戸越保育園からは子どもの様子と手書きのメッセージが贈ら
れた。

B

個人としての変容　(各行事取り組みとポート
フォリオにより分析)

作品展（全学年）・立志式（８年）、９年生を送る会（全学年）、各
学年の取り組み（８・９年共に校外学習・７年職業人の話を聞く
会、９年オレンジリング認知症講演会）を企画。

A

・各行事取り組みとポートフォリオの充実。
・キャリアパスポート等の計画的な活用
・市民科一貫プランとしての取り組みの充実

キャリアパスポートについては３月に全学年・全校で実施し、
担任や保護者のコメントも入れている。 B

特別養護老人ホーム・保育園・小学校・地域
へのボランティア活動の推進

まだまだ新型コロナ感染症のまん延があり、十分ではない、工
夫して行う。 B

「信頼される学校」を目指しオリジナルアン
ケート実施　達成率80％

オリジナルアンケートについて保護者・教員・地域共に高水準でAとなる。７・
８年の最後の保護者会を同時間で場所を変えて、3/24に対面で計画してい
る。

B

・保護者との関係：各種配布物やHP等の定
期的な発行。
・学校公開の参加数・保護者会の充実

・学校公開は現在行えていない。
・学校便りは毎月。各学年通信・HP校長室より・手書きの校長便りは毎週・本の紹介
については随時行ってきた。

B

・細やかな学校・学級運営
・毎日の出欠席・個々の課題への対応

・毎日の出欠席等の確認は確実に行い、遅刻・早退・出席停止等については特に気を
付けた。不登校傾向の生徒については連絡が途絶えないように、またできるだけ本人
と関われるように努めた。卒業・進級判定を行った。
・担任・学年だけでなく、学校全体で全校生徒の把握・対応を心掛けた。

A

Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

③

アンケートの数値はおかげさまで高かった
が、実際に感じているものとで温度差を感じ
る。対面の中でじっくりと話をし、保護者にも
実際の教育活動を見てもらうことで更なる信
頼度が増すように感じている。
ボードによる細やかな出席等は定着してきつ
つある。不登校・適応教室参加生徒・一般の
欠席・遅刻・早退等、℡・家庭訪問等今後も
見える形で進めていく。

キャリア教育の視点からの教育の充実。
信頼される学校の推進。

重点目標

評
価
指
標

今後の課題と改善策

①

大きな行事としては運動会の代わりのス
ポーツフェスティバル・作品展であった。その
中でそれぞれが頑張っていた。
なかなか実際に交流する場面は作れなかっ
たが、その中で自分自身を振り返っていた。

②

キャリアパスポートは計画的に実施し、本
人・保護者・担任のコメントと積み上げてきて
いる。
それぞれの学年で積み上げ、なかなか成果
は上がらないが、校長講話や学校便り他、
地道に働きかけ、考えさせていく。


